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原 著

ヒト舌における軟骨組織の病理学的研究

第3報　軟骨腫性病変

武田泰典　宮沢秋裕　菊地博生
　岩手医科大学歯学部口腔病理学講座＊（主任：鈴木鍾美教授）

〔受付：1984年12月15日〕

抄録：舌にみられた軟骨腫性病変2例の病理組織所見を述べるとともに，これらの組織由来について筆者の

既報の結果をもとに考察を加えた。症例1は軟骨組織とともに他の間葉系成分が混在してみられ，これまでに

cartilaginous　hamartomaとして報告されているものと同様の所見を呈した。したがって，本例は胎生期の複

数の遺残芽組織に由来したものと考えられた。症例2は大部分が軟骨組織よりなり，その発生部位から舌腱膜

部に生じたものと考えられた。したがって，本例は筆者の既報の結果と併せて化生的機序により生じた軟骨組

織に由来したものと推察された。
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1　緒 言

　口腔領域の軟部組織に生ずる軟骨腫性病変は

まれなものであるが，その多くは舌に生じてい

るD。これらの病変を真の腫瘍として扱かうか

否かについては未だ見解の一致をみるには至っ

ていないが，その由来としては胎生期に迷入し

た軟骨芽組織あるいは化生的機序により生じた

軟骨組織が考えられている。しかしながら，軟

部軟骨腫性病変の最も多くみられる舌における

迷入軟骨組織ならびに化生的機序により生じた

と考えられる軟骨組織の詳細について形態的検

討を試みた報告は未だない。筆者はヒト舌にお

ける軟骨腫性病変の組織発生を明らかにする目

的で舌の手術材料を用い，軟骨組織の存在の有

無，その分布様式ならびに超微構造所見などに

つき検討を加え，報告してきた剤。今回は第3

報（終報）として病理組織検査のために当講座

で扱かった手術材料のなかから舌に生じた軟骨

腫性病変について組織所見を中心に報告し，そ

れらの由来について考察を加えた。

II検索材料

今回検索に用いた材料は岩手医科大学歯学部

口腔病理学講座で扱かった病理組織検査材料の

うち舌に生じた軟骨腫性病変2例である。この

2例は23歳（症例1）と46歳（症例2）の女性

で，臨床所見の詳細は小川ら4）ならびに大橋ら5）

がそれぞれ報告している。なお，症例1は顎顔

面ならびに指趾領域に奇形を有し，oral－facial

－digital　syndromeと診断されていた。これら

2例の手術摘出材料は10％ホルマリンにて十分

固定後，軽く脱灰し，通法の如くパラフィン切

片を作製，ヘマトキシリン・エオジン，アザン
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マロリー，エラスチカワンギーソン，アルシア

ン青の各染色を施し鏡検した。

m　経 果

症例1

　材料は舌背中央部やや左側よりの部位から摘

出された小指頭大で球状の腫瘤で，弾性硬を呈

した。切割時には軽度の抵抗を感じ，割面は黄

白色を呈した。組織学的に腫瘤はhyperortho－

and　para－keratosisを呈する重層扁平上皮に

おおわれ，上皮脚はやや不規則となっていた。

上皮下にはリンパ球と形質細胞を主とした小円

形単核細胞のびまん性浸潤が軽度認められた。

腫瘤内には径2mm前後の類円形あるいは長

円形を呈する軟骨組織小塊が散見された（Fig．

1a）。これらの軟骨組織小塊内には不規則に錯

走する線維成分（膠原線維）が少量みられ，ま

た，軟骨組織周縁と周囲結合組織の境界は一部

を除いて明瞭であった（Fig　la）。軟骨組織内に

はごくわずかながら微細な弾性線維も散在して

いた。軟骨細胞には異型的な所見はなかったが，

軟骨細胞の配列は正常のものにくらべ著しく不

整を呈していた（Fig　lb）。また，軟骨組織中央

部の軟骨小腔ならびに軟骨細胞は類円形を呈す

るのに対して，軟骨組織周縁部の軟骨小腔なら

びに軟骨細胞は紡錘形を呈していた（Fig　lb）。

なお，本症例の腫瘤内にはこれら軟骨組織小塊

の他に脂肪組織，横紋筋線維束，小唾液腺に類

する粘液腺，ならびに線維性結合組織が混在し

ていた。

症例2

　材料は舌尖部から約1cm後方の舌背正中部

やや左側よりの部位海ら摘出された半球状の腫

瘤で，骨様硬を呈した。切割時にはかなりの抵

抗が感じられ，割面は灰白色であった。組織学

的に腫瘤はhyperortho－and　para－keratosisを

呈する重層扁平上皮におおわれていたが，上皮

の肥厚，上皮脚の不規則化はなく，また，固有

層における炎症性細胞浸潤もみられなかった。

腫瘤のほとんどは軟骨組織からなり，この軟骨

組織と粘膜固有層との間には比較的小血管に富
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んだ菲薄な線維性結合組織層が介在していた

（Fig　2a）。軟骨組織と周囲線維性結合組織と

の境界は明瞭であった。また，この軟骨組織塊

は菲薄な線維性結合組織層を介して下方の筋組

織を圧迫していた。軟骨小腔ならびに軟骨細胞

は類円形であり，これらの軟骨細胞は単独にみ

られるものから，4～5個が集合してみられる

ものまで種々の配列を呈したが，個々の軟骨細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ胞の異型的所見は明らかでなかった。軟骨基質

は好酸性で硝子様を呈したが，一部には不規則

に錯走する膠原線維束もわずかながら認められ

た。しかし，弾性線維はみられなかった。さら

に，本症例においては軟骨組織塊中央部に疎な

線維性結合組織を容れ，不規則な外形を呈する

骨髄腔様の空隙がみられ，この部分に面する軟

骨組織の一部には明らかな骨化が認められた

（Fig　2b）。この様な軟骨性骨化の生じている

部分ではその骨髄腔様空隙面に一層の骨芽細胞

が接していられた。

IV　考 察

　良性の軟骨腫瘍には軟骨腫，軟骨骨腫，軟骨

芽細胞腫，軟骨粘液様線維腫の4型が挙げられ

ているが，口腔領域における良性軟骨腫瘍は主

として軟骨腫と軟骨骨腫が報告されている1）。

しかし，口腔領域での良性軟骨腫瘍の発現頻度

は著しく低いようである。これら口腔領域に生

ずる良性軟骨腫瘍のほとんどは顎骨内部ならび

に骨膜部（外骨膜性軟骨腫）にみられ，その組

織発生としては関節突起の軟骨組織，Meckel

軟骨や縫合部の線維軟骨の遺残，鼻中隔軟骨組

織などが挙げられており，さらに，骨原性の幼

若な間葉組織の軟骨化生に由来する可能性も示

唆されている。一方，まれには顎骨外の軟部組

織中にも軟骨腫と同様の病変のみられることが

ある。この様な軟部組織に生ずる軟骨腫性病変

は口蓋，頬部，歯肉にみられることもあるが，

その多くは舌に生じている6）。この舌に生ずる

軟骨腫性病変の多くは舌背正中の後方部にみら

れることより，その組織由来として胎生期に舌

盲孔部へ迷入した軟骨芽組織が考えられてい
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Fig．1　Cartllagmous　tlssue　wlth　marked　lrregularlty　of　hlstologlcal　structure　m　the　leslon　of

　　case　l
Fig．2　Cartllaglnous　tlssue　wlth　partlal　osslflcatlon　ln　the　leslon　of　case　2
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た7｝。しかしながら，この様な病変は舌盲孔近辺

のみならず，舌尖部や舌縁部にもみられること

から，その組織由来も軟骨芽組織の迷入説以外

に化生的機序によるとするもの，軟骨成分に富

んだ混合腫瘍あるいは奇形腫とするものなどの

諸説がある。しかしながら，これらの説はあく

までも推測の域を出ず，したがって，舌におけ

る腫瘍芽となり得るような軟骨組織の存在やそ

の分布について詳細な検討を加えた報告はな

かった。そこで筆者はこの点を明らかにするこ

とを目的としてヒトの舌手術摘出材料にて検討

を試みた結果，舌盲孔のみならず，舌中隔部や

舌腱膜部にも軟骨組織がみられ，これらの由来

として胎生期の芽組織の迷入によるものと化生

的機序により生ずるものがあることを第1報な

らびに第2報として明らかにしてきた2’3）。すな

わち，胎生期の軟骨芽組織が迷入したと考えら

れる場合，その軟骨組織は弾性線維を含んでお

り，境界明瞭で，かつ，舌の比較的深部に認め

られた。一方，化生的機序により生じたと考え

られるものは主として舌腱膜部に生じ，周囲組

織との境界は不明瞭で，かつ，弾性線維は認め

られなかった。そこで今回は第3報（終報）と

して，岩手医科大学歯学部口腔病理学講座で実

際にとり扱った軟骨腫性病変のa症例について

その由来を考察する。先ず，症例1は病変部に

弾性線維を含む軟骨組織小塊が散見されたが，

この他に脂肪組織，小唾液腺に類する粘液腺，

筋組織などの他の間葉系成分が混在してみられ

た。この様な症例にっいて戸塚ら8）は自験例1

例を加えて文献的考察を行なっており，cartila・

ginous　hamartoma（軟骨性過誤腫）と診断して

いる。今回報告した症例1もこれに該当すると

考えられる。勿論，このcartilaginous　hamarto一
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maとされているものは真の腫瘍ではなく，胎

生期の複数の芽組織の遺残に因るものであり，

自律的な増殖は認められない。また，この舌に

生ずるcartilaginous　hamartomaは他の奇形

に合併してみられることがあり，本症例も臨床

的にora1－facial－digital　syndromeと診断され

ていた。次に症例2は病変部のほとんどが弾性

線維を含まない軟骨組織から構成されており，

病理組織学的に軟骨腫と診断されるが，一部に

軟骨性骨化による骨組織の形成がみられたこと

より，骨軟骨腫とした方がより適切かもしれな

い。この症例2の軟骨組織塊とそれをおおう粘

膜固有層との間に菲薄な線維性結合組織層が介

在してみられた。また，この軟骨組織塊は菲薄

な線維性結合組織層を介して下方の筋組織を圧

迫していた。したがって，本例は舌腱膜部に生

じたと考えられ，その発現機序としては第2

報3）で報告した結果と併せて化生的なものが十

分考えられる。

V　結 語

　舌にみられた軟骨腫性病変2例の病理組織所

見を報告し，これらの組織由来について筆者の

既報の結果をもとに若干の考察を加え以下の結

論を得た。

1．症例1は病変部に軟骨組織以外に他の間葉

系成分が混在してみられ，これまでにcartilagi－

nous　hamartomaとして報告されているもの

と同様の所見を呈した。本例は胎生期の複数の

芽組織の遺残に由来したと考えられた。

2．症例2は大部分軟骨組織よりなり，舌腱膜

部に生じたと考えられた。本例は筆者の既報の

結果と併せて化生的機序により生じた軟骨組織

に由来したと思われた。

　Abstract：Histopathological　findings　of　two　cases　of　cartilaginous　tumor　arising　in　the　tongue　are

reported　and　the　histogenesis　of　these　legions　is　discussed．　The　lesion　of　case　1（a　23－year－old　female）

。。n、i，t，姐。f記。，．a1㎝。11。a，til。gi。。u、　m。託、　and。血。，　m，，en血ym。1，1，m。nts　su，h。，　adip・記ti舗・・，

mucous　gland　or　muscle　tissue．　This　case　was　diagnosed　as　cartilaginous　hamartoma，　which　might

originate　from　embryonic　rests　or　pluripotential　mesenchymal　cells．　The　lesion　of　case　2（a　46－year－old

female）consisted　of　a　large　mass　of　cartilaginous　tissue　with　partial　ossification，　and　probably　occurred

in　the　aponeurosis　linguae．　This　case　was　diagnosed　as　chondroma　or　osteochondroma，　which　might

originate　from　metaplastic　cartilaginous　tissue　in　the　aponeurosis　linguae．
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